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後
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師
走
末
に
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節
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立
春
を
過
ぎ
て
寒
波
の
襲
来
に
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十
路
の
身
に
は
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待
ち
こ
が
る
る 
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鶯
の
破
調
で
啼
い
て
ホ
ー
ホ
ケ
ケ
茶
摘
み
の
手
元
終
日
和
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足
元
を
痩
せ
た
る
物
が
よ
ろ
よ
ろ
と
過
ぎ
て
気
づ
け
り
冬
眠
の
蛙 

岡
村　

敏
子
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蓮
華
草
香
り
の
便
り
届
け
た
し
都
会
の
居
間
に
病
後
の
友
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西
野
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廃
屋
に
佇
み
偲
ぶ
遠
き
日
の
は
し
ゃ
ぎ
戯
る
友
等
の
姿 

高
田　
　

稔

ほ
ら　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

む　
　
　
　
　

 

洞
の
水
に
根
を
張
る
巨
木
苔
生
し
て
悠
久
の
郷
を
見
守
り
て
い
る 

岡
本　

初
美

                                                                                                     　
　
　
　

友
逝
き
し
空
き
家
の
庭
に
四
季
の
花
い
ま
椿
咲
く
在
り
し
日
の
如
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盛
岡　

雛
子

                            　

                                     　
　
　
　
　

こ
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脳
老
化
仕
方
な
き
か
と
テ
レ
ビ
消
し
庭
に
辛
夷
の
花
仰
ぎ
見
る 

坂
上
の
ぶ
子

次
の
世
も
必
ず
共
に
と
妻
に
告
げ
一
足
先
に
吾
は
逝
き
た
し 

都
築　

忠
義

                                                            　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       　

 　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

   

こ
れ
し
き
の
雨
で
憩
ふ
な
勤
め
人
の
気
質
残
れ
る
子
に
低
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言
ふ 
大
岸
由
起
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友
よ
り
の
手
作
り
御
馳
走
届
き
た
り
が
ん
ば
ろ
う
ね
と
手
紙
を
添
へ
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小
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敏
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時
刻
ま
ぬ
廃
校
の
木
蓮
美
し
く
寒
き
一
日
を
し
ぐ
れ
降
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い
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楮
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き
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さ
み
ど
り
の
中
に
野
い
ち
ご
見
つ
け
た
り
抱
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つ
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る
一
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思
ひ 
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吹
く
風
は
暖
か
な
れ
ど
朝
夕
は
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ま
だ
寒
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三
月
の
空 
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当
世
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
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ト
渡
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ば
主
人
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が
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ダ
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湖
畔
芽
吹
き
て
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梅
の
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に
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が
こ
こ
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燃
ゆ 

谷
内　
　

務

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

急
降
下
に
低
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行
ひ
よ
ど
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に
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た
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明
け
き
ら
ぬ
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を
部
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を
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見
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わ
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硬
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土
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わ
が
指
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ぼ
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三
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書
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散
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行
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と
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返
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し
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初
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え
ぐ                                      

恐
れ
ゆ
く
塩
谷
海
岸
眼
の
下
に
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に
刳
れ
し
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あ
か
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小
松
も
と
み
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は
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鳥
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納
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大
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の
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に
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を
見
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安
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餅
切
り
を
息
子
に
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と
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ご
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七
十
年
戦
捨
て
た
る
国
に
し
て
花
咲
き
み
つ
る
春
の
尊
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俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53－

５
９
５
８

【
短 

歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　

選

                   FAX

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

風
と
水
の
郷　

猪
野
々
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

　

吉
井
勇
の
歌
碑
が
た
つ
香
北

町
猪
野
々
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。

　

若
葉
の
季
節
、
棚
田
の
広
が

る
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
猪

野
々
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
や
吉
井

勇
ゆ
か
り
の
道
な
ど
を
巡
り
ま

す
。

　

勇
の
短
歌
を
は
じ
め
、
彼
が

隠
棲
し
癒
や
さ
れ
た
猪
野
々
の

魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

【
日
時
】
５
月
27
日
（
土
）

10
時
集
合　

※

雨
天
中
止

【
定
員
】
20
人　

※

要
予
約

【
参
加
費
】
１
人
２
千
円

※

昼
食
、
記
念
館
入
館
料
含
む

【
申
込
締
切
】

５
月
18
日
（
木
）

【
行
程
】

10
時…

記
念
館
集
合
→
大
久
保

（
風
の
祠
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス

タ
ー
ト
→
12
時…

猪
野
曽
で
昼

食
・
休
憩
→
13
時
30
分…

記
念

館
と
渓
鬼
荘
を
見
学
、
周
辺
を

散
策
→
15
時
30
分…

解
散

【
送
迎
】

香
美
市
役
所
本
庁
舎
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
美
良
布
駅
経
由
の
無
料
送
迎

バ
ス
あ
り
（
予
約
時
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
）

行
き　

本
庁
舎
９
時
20
分
発

　
　
　

美
良
布
駅
前
９
時
40
分

帰
り　

記
念
館
15
時
30
分
発

　
　
　

美
良
布
駅
経
由
本
庁
舎

香
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

香
美
市
立
美
術
館
、
や
な
せ

た
か
し
記
念
館
・
詩
と
メ
ル
ヘ

ン
絵
本
館
、
吉
井
勇
記
念
館
で

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
期
間
】
平
成
30
年
３
月
31
日

（
土
）
ま
で

【
景
品
】
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
下
敷
き
、
レ
タ

ー
セ
ッ
ト
な
ど
。

◆
図
書
館
に
文
部
科
学
大
臣
賞

　

４
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
、

平
成
29
年
度
子
ど
も
読
書
の
日

記
念
『
子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
で
、
香
美
市

立
図
書
館
が
子
ど
も
の
読
書
活

動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
開
催
し

て
い
る
『
子
ど
も
司
書
養
成
講

座
』
な
ど
の
活
動
が
認
め
ら
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

◆
ほ
ん
の
ま
く
ら
フ
ェ
ア

　

著
者
が
思
い
を
込
め
て
書
い

た
『
書
き
出
し
（
ま
く
ら
）
』

を
頼
り
に
、
読
者
の
直
感
で
本

を
選
ぶ
少
し
変
わ
っ
た
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。
当
た
り
か
外

れ
か
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？　

※

本
は
児
童
書
で
す

【
日
程
】
５
月
12
日
ま
で
開
催
中

【
場
所
】
本
館
・
各
分
館

◆
読
書
通
帳
を
配
布
し
ま
す

　

図
書
館
で
借
り
た
本
を
記
入

す
る
読
書
通
帳
を
ご
希
望
の
方

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
１
冊
あ

た
り
50
冊
分
記
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ど
ん
な
本
に
出
合

っ
て
き
た
か
を
記
す
知
の
貯
金
。

ぜ
ひ
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
好
き
な
本
の
こ
と
語
り
合
お
う

　

ブ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ

　

読
ん
だ
本
に
つ
い
て
自
由
に

語
り
合
う
会
、
ブ
ッ
ク
・
ク
ラ

ブ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

仲
間
と
の
語
り
合
い
を
通
し

て
、
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
再

発
見
し
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
学

び
の
場
を
探
し
て
い
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

一
冊
お
す
す
め
の
本
を
持
参
し

て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
５
月
22
日
（
月
）

18
時
30
分
～

【
場
所
】

香
美
市
役
所
２
階
会
議
室

【
主
催
】
香
美
教
育
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
会
議

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
工
科
大
学
地
域
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
（
教
授
・
長
崎
政
浩)

☎
57
・
２
１
０
３

    m
asah

iro
@

n
ag

asak
i2

1
.co

m

◆
移
動
図
書
館
の
お
知
ら
せ

　

県
立
図
書
館
の
本
を
乗
せ
て
、

移
動
図
書
館
の
バ
ス
が
や
っ
て

き
ま
す
。

※

詳
し
い
日
時
は
、
巻
末
の
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ

もんだい

井筒啓之　著

「あなたはなぜあなたな

のですか?」パスカル、ソ

クラテス、カエサル、

ダ・ヴィンチなど、世界

の偉人がさまざまな「も

んだい」を問いかける。

がん消滅の罠

岩木一麻　著

余命半年のがん患者が、

生命保険の生前給付金を

受け取ると、その直後、

病巣が消え去ってしまう。

連続して起きるがん消失

は奇跡か、それとも…！

いちばん悲しい

まさきとしか　著

大雨の夜、冴えない中年

男が殺害された。彼の不

倫相手、残された妻子な

ど、誰もが自分の不幸を

嘆いている。その深層に

は思いもよらない秘密が。

い
ん
せ
い

市
立
図
書
館

ほ
こ
ら


